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問1 定常波の各点における媒質の運動に関する記述として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。 （2017年　全国公立入試　類似）

1.  すべての媒質は同じ振幅で単振
動している。

2.  隣り合う腹と腹の間隔は、もと
の進行波の波長と等しい。

3.  節の位置にある媒質は、波の進
行に伴って時間とともに変位が変
化する。

4.  腹の位置にある媒質は最も大き
く振動し、その振動の周期はもと
の進行波の周期と等しい。

問2 空気中を伝わる音の速さvと気温tの関係について、正しい記述を次のうちから一つ選べ。 （2024年　全国公立入試　類似）

1.  気温が高いほど音速は小さくな
り、振動数が一定であれば波長は
短くなる。

2.  気温が高いほど音速は大きくな
り、振動数が一定であれば波長は
長くなる。

3.  気温に関わらず音速は常に一定
であり、波長も変化しない。

4.  気温が高いほど音速は大きくな
るが、波長は振動数に反比例して
短くなる。

問3 x軸上を互いに逆向きに進む二つの台形波が、原点において重なり合う状況を考える。時刻とともに二つの波が原点に近づき、
重なり合う際の原点における合成波の変位の時間変化として、最も適切な説明はどれか。 （2020年　全国公立入試　類似）

1.  重なり始めから完全に重なるま
での間、変位は時間とともに減少
し、その後負の値で一定となる。

2.  重なり始めから完全に重なるま
での間、変位は常に一定の値を保
ち、その後急激にゼロになる。

3.  重なり始めから完全に重なるま
での間、変位は時間とともに増加
し、その後一定となり、再び減少
する。

4.  重なり始めから完全に重なるま
での間、変位は時間とともに振動
しながら増加し、その後一定とな
る。

問4 ある弦において、基本振動の振動数が220ヘルツであるとき、この弦で発生しうる定常波の振動数として正しいものはどれ
か。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  440ヘルツ 2.  330ヘルツ 3.  275ヘルツ 4.  500ヘルツ

問5 振動数が 440 Hz のおんさAと、振動数が 445 Hz のおんさBを同時に鳴らした。このときに生じるうなりの周期と、その周期
の間に二つのおんさが振動する回数の差の組み合わせとして最も適当なものはどれか。 （2020年　全国公立入試　類似）

1.  周期：5.0秒、 振動回数の差：
1回

2.  周期：0.20秒、 振動回数の
差：5回

3.  周期：0.20秒、 振動回数の
差：1回

4.  周期：5.0秒、 振動回数の差：
5回

問6 振動数と周期の関係に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  振動数は周期に比例する関係に
ある。

2.  振動数は単位時間あたりの振動
回数であり、周期の逆数である。

3.  周期は波が1秒間に進む距離と
して定義される。

4.  振動数と周期の積は常に波の速
さに等しい。

問7 長さが0.50 mの開管と、同じく長さが0.50 mの閉管がある。音速を340 m/sとしたとき、周波数を0 Hzから徐々に高くして
いった際、最初に共鳴が生じるのはどちらの管で、そのときの周波数は何Hzか。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  開管で、340 Hz 2.  開管で、170 Hz 3.  閉管で、340 Hz 4.  閉管で、170 Hz

問8 基本音の正弦波と、その2倍の振動数を持つ2倍音の正弦波を重ね合わせた際、合成波の波形が元の基本音の正弦波と異なる形
状になる理由として、最も適切なものはどれか。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  基本音と倍音の山や谷が重なる
位置で、変位が強め合ったり打ち
消し合ったりするため。

2.  基本音と倍音が重なることで、
波の伝播速度が変化し、周期が短
くなるため。

3.  重ね合わせによって波が定常波
となり、エネルギーが空間に蓄積
されるため。

4.  基本音と倍音の重ね合わせによ
り、単振動の性質が失われ、波が
回折を起こすため。

問9 二つの波を重ね合わせた合成波において、うなりが生じる物理的な理由として最も適切なものはどれか。 （2018年　全国公立入試　類似）

1.  二つの波の振幅が異なること
で、合成波の波形が時間的に変化
しなくなるため

2.  二つの波の波長が異なること
で、空間的に振幅が一定の波が形
成されるため

3.  二つの波の位相が常に一致し、
合成波の振幅が常に一定のまま大
きくなるため

4.  二つの波の振動数の差によっ
て、強め合いと弱め合いが時間的
に繰り返されるため

問10 弦を伝わる波の速さに関する記述として最も適当なものはどれか。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  弦の張力が大きくなると、波の
速さは小さくなる。

2.  弦の張力が大きくなると、波の
速さは大きくなる。

3.  弦の張力が大きくなっても、波
の速さは変化しない。

4.  弦の張力と波の速さには一定の
法則性は存在しない。


